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東
北
大
鬼
城
旬
会

平
成
十
七
年
初
夏
、

同
年
開
催
の

三
人
同
期
会
の
下
打
ち
合
わ
せ
に
箱
根

に
集
っ
た
仲
間
か
ら
、

文
化
的
遊
び
の

集
会
も
ど
う
か
と
提
案
が
出
た
。

幸
い

同
席
し
た
俳
人
村
上
鬼
城
の
孫
で
あ
る

村
上
幹
也
氏

（籍
啓
先
生
）
が
俳
句
の

指
導
を
快
諾
し
て
く
れ
た
。

同
年
七
月
学
■
会
館
に
て
表
記
会
名

で
場
所
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
、

一肩
苦
し

い
名
称
だ
が
東
大

・
京
大
に
負
け
な
い

よ
う
精
進
し
よ
う
と
の
ｉ
午
挨
拶
で
始

松

　
本

　

　

貞

（昭
和
３８
年
卒
）

ま
っ
た
。
と
は
い
え
俳
句
な
ど
作
っ
た

こ
と
の
な
い
同
期
４
～
５
名
、

学
部
の

先
輩
と
桜
車
同
人
に
も
先
生
か
ら
声
を

掛
け
て
い
た
だ
き
、

先
ず
は
兼
題
、

投

句
用
紙
、

精
記
用
紙
、

選
句
用
紙
、

披

講
、

工
選
な
ど
用
語
解
説
か
ら
始
ま
る
。

隔
月
開
催
を
決
め
、

口
込
み
も
効
し
経

験
螢
な
同
期
生
も
加
わ
り
、

人
数
も
１６

名
に
達
し
た
。

互
い
の
俳
号
で
名
来
―，

合
う
こ
と
も
板
に
つ
い
て
き
た
。

ｉ
宰

送
と
し
て
“
選
に
漏
れ
た
句
も
拾
い
ｉ

げ
て
も
ら
え
る
気
配
り
が
励
み
に
な
っ

た
。

主
字
が
三
〇
年
発
行
の
同
期
会
記

念
文
集

「野
鶴
」
に

「ど
っ
こ
い
、ち
ゃ

ん
と
続
い
て
九
三
年
」
と
い
う
題
で
面

白
く
語
っ
て
い
る
。

終
了
後
の
飲
み
会
で
同
期
生
の
情
報

交
換
も
出
来
、

毎
年
克
月
の
高
崎
の
鬼

城
単
庵
で
の
句
会
も
楽
し
み
。

平
成
二

一
年
七
月
第
二
五
同
開
催
を

記
念
し
、

同
人
句
集

「三
光
鳥
」
を
発

行
し
た
。

会
長

一
六
名
の
白
選
句

一
①

句
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
、

主
宇
吟

一
〇

句
で
巻
頭
を
飾
っ
た
。

現
在
、

主
宰
籍
啓
先
生
が
思
わ
ぬ
病

で
療
養
中
の
た
め
会
員
の
互
選
を
中
心

に
し
て
研
鑽
を
し
よ
う
と
い
う
全
員
の

想
い
で
会
が
続
い
て
い
る
こ

無
愛
想
な
苗
売
り
に
し
て
頼
み
あ
り

主
宰

・
村
上
幹
也

（籍
啓
）

新
涼
の
駅
に
件
む
古
老
か
な

伊
東
興
三

（興
山
）

流
木
や
千
里
運
な
る
夏
の
波

岩
測
　
上

（如
雨
）

薮
中
の
小
滝
の
虫
に
ヤ
マ
メ
飛
ぶ

内
山
武
司

（竹
林
）

夕
星
や
茶
寮
の
庭
に
添
水
鳴
る

小
川
　
修

（修
人
）

日
本
の
空
が
大
好
き
鯉
の
ぼ
り

奥
山
興
悦

（済
悦
）

八
重
桜
散
り
た
る
後
も
花
む
し
ろ

加
賀
美

一

（竹
風
）

七
草
粥
口
元
ゆ
る
む
百
二
歳

小
林
幸
司

（幸
風
）

嫁
に
出
す
ご
と
く
新
米
送
り
出
す

鈴
木
錬

一

（蓮
囲
池
）

黒
百
合
に
託
し
て
告
げ
る
蝦
夷
の
恋

高
橋
啓
悟

（啓
窓
）

稲
妻
に
を
の
の
き
思
ふ
９

・
１１

中
野
安
弘

（仲
安
）

愚
管
抄
先
ま
だ
厚
き
寒
日
和

平
山
隆

一

（越
庵
）

被
爆
者
の
眠
る
辺
り
か
牡
蠣
筏

松
本
　
貞

（貞
風
）

草
餅
を
ほ
お
ば
リ
メ
タ
ボ
考
え
る

三
浦
器
允

（三
甫
）

冬
将
寧
畢
絵
の
世
界
描
き
け
り

武
蔵
好
彦

（弁
慶
）

静
の
舞
こ
の
あ
た
り
か
と
初
請

合
田
俊
知

（三
鬼
堂
）

以
上
、

主
に
句
集

「三
光
鳥
」
掲
載
句

か
ら
引
用
。

開
催
は
、

奇
致
月
の
第
四
金
曜
Ｈ

一
二
時
か
ら

一
六
時
於
学
ｌｆ
会
館
．

開
催
毎
の
全
記
録
は
岩
測
■
氏
尽
力

の
Ｈ
Ｐ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
！

「束

北
大
鬼
城
句
会
」
（七
文
字
）
又
は

「●
〇
〇
Ｆ
一ｐ
ｏ
①ヌ
句
刃
＞
Ｉ
問
」
）

同
期
生
以
外
の
参
加
も
大
い
に
歓
迎

し
ま
す
．

連
絡
先
は
松
本
貞
氏
．

市の
一　・
～”ヌ
　
〇ふ
一，Ｎ∞
０‐い〇〇〇

？
日
的一一一８
一ｒ
卜ｏ∞
容
く
”Ｊ
ｏｏ
のユ
ｏ

写
真
の
説
明

右
は
、

句
会
風
景
、

た
は
、

平
成

三
二
年

一
月
ニ
エ
ロ
の
句
会
後
の
新
年

会
記
念
写
真
、

三
二
年
卒
樋
回
陽

一

先
生
、

他
三
五
年
卒

一
名
、

三
八
年
年

一
一
名
、

三
九
年
年

一
名
、

四
三
年
卒

二
名
出
席
．


